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第 1 回 宅急便前史 
第 2 回 私の学習時代 
第 3 回 市場の転換 －商業貨物から個人宅配へ－ 
第 4 回 宅急便の開発 
第 5 回 サービスの差別化 
第 6 回 サービスとコストの問題 
第 7 回 三カ年計画 
第 8 回 行政との闘い 
第 9 回 全員経営 
第 10 回 労働組合を経営に生かす 
第 11 回 業態化、新商品の開発 
第 12 回 財務体質の強化 
第 13 回 組織の活性化、経営リーダー10 の条件 
第 14 回 福祉を変える経営 －パン製造への参入と障害者雇用－ 





































ら大阪間の 50 個口の荷物の場合、段ボール 1 個当たりの運賃は 200 円だった。それに対し、1 個口
の荷物の場合、段ボール 1 個当たりの運賃は 700 円だった。 
トラックの運転手は車からプラットフォームに荷物を下ろす時に、1 枚の伝票ごとに 5 個口なら 5










































1976 年 1 月 23 日に、宅急便の営業は開始された。初日の出荷個数は、わずか 11 個だった。2013
年現在、1 日当たりの出荷個数は 4,735,102 個である。1976 年当時と比べると、一日あたりの取扱






























































































                                                  
１
 橘木俊詔『実学教育改革論』日本経済新聞出版社、2014 年、160－161 頁。 
２
 小倉昌男の略歴を示す。小倉は 1924 年に生まれ、1947 年東京大学の経済学部を卒業する。1948
年、父（小倉康臣）の経営する大和運輸に入社する。社長に就任したのは 1971 年で、宅急便が事業
を開始したのは 1976 年である。ヤマト運輸の多角化戦略の行き詰まりの中、1971 年に経営のバトン
を受けたことになる。晩年の小倉は、ヤマト福祉財団を設立し、パン製造を中心とした障害者雇用の
場作りに尽力する。障害者雇用については小倉昌男『福祉を変える経営－障害者の月給一万円から











 小倉昌男『経営学』日経 BP 社、1999 年、73 頁。かつて、ハーバード・ビジネス・スクールで教
材として使われるケース・スタディに、日本のサービス業界では唯一、宅急便が入っていた時代があ
る（中田信哉『小倉昌男さんのマーケティング力 宅急便を創った男』白桃書房、2013 年、4 頁）。現
在、ケース・スタディ教材として、慶應義塾大学大学院経営管理研究科が『KBS ケース教材』シリー
ズの中で、ヤマト運輸に関する事例を 3 つ収録している。東北大学経営学グループ『ケースに学ぶ経

















 小倉、前掲書、32－33 頁。 
７




 同上、119 頁。 
１０
土屋守章『現代経営学入門』新世社、1994 年、114 頁。 
１１
 児玉英明「問題発見・問題解決の学としての経営学―土屋守章『ハーバード・ビジネス・スクー












                                                                                                                                          
鍛えることで、次代を担うリーダーシップ教育の役割も有している。 
１２
 2015 年度に成美大学で担当する「企業論」では、まず導入の第 1 回目から第 5 回目の講義で、基
礎的知識の補充を目的として、池上彰『会社のことよくわからないまま社会人になった人へ』海竜社、














石井進他編『詳説 日本史』山川出版社、2012 年。 
小倉昌男『経営学』日経 BP 社、1999 年。 






は区別された教養教育科目を目指して－」『京都三大学教養教育研究・推進機構 平成 26 年度報告書』
2015 年。 
児玉英明「問題発見・問題解決の学としての経営学―土屋守章『ハーバード・ビジネス・スクールに








中田信哉『小倉昌男さんのマーケティング力 宅急便を創った男』白桃書房、2013 年。 
三和良一『概説日本経済史近現代』東京大学出版会、2002 年。 
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